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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

(1) 売上高及び経常利益の会計処理の方法の  ：無 

最近連結会計年度における認識の方法との 

相違の有無 

(2) 連結及び持分法の適用範囲の異動の状況   ：無 

(3) 公認会計士又は監査法人による関与の状況 ：無  

 

２．平成 16 年３月期第３四半期業績の概況（平成 15 年４月１日～平成 15 年 12 月 31 日） 

 (1) 売上高及び経常利益（連結）         （百万円未満切捨て） 

 売 上 高 経 常 利 益 

 

16 年３月期第３四半期 

15 年３月期第３四半期 

百万円  ％

22,800（  0.3）

22,726（  － ）

百万円  ％ 

247（ － ） 

－（ － ） 

(参考)15 年３月期 28,779 △208 

  (注) 1.売上高、経常利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率であります。 
2.平成16年３月期第３四半期は、四半期決算の初年度であるため、経常利益の前年同期比較

は行っておりません。 

 

 (2) 売上高及び経常利益（個別）         （百万円未満切捨て） 

 売 上 高 経 常 利 益 

 

16 年３月期第３四半期 

15 年３月期第３四半期 

百万円  ％

19,903（ △0.1）

19,928（  － ）

百万円  ％ 

201（ － ） 

－（ － ） 

(参考)15 年３月期 25,122 △213 

  (注) 1.売上高、経常利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率であります。 
2.平成16年３月期第３四半期は、四半期決算の初年度であるため、経常利益の前年同期比較

は行っておりません。 
 

 ［売上高及び経常利益に関する補足説明］ 

 当第３四半期の売上高については、歳末ギフト等の売上高が好調だったことから食肉加工

品の売上高が前年同期に比べ増加しました。食肉についても上半期は売上高は低調に推移し

ておりましたが、10 月以降は回復してまいりました。この結果、全体の連結売上高は 22,800

百万円（前年同期比 0.3％増）となりました。 

 また、連結経常利益については、粗利益率の改善、物流費等のコスト削減を推進した結果、

ほぼ計画どおりとなりました。 



 

(3) 当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 

1. 平成 15 年 11 月５日、取引先である株式会社鎌商（旧 ㈱ローストビーフ鎌倉山）が２

回目の手形不渡り発生により手形交換所の取引停止処分を受け、事実上倒産しました。こ

れに伴い、売上債権等 469 百万円のうち平成 15 年９月末残高の 50％（231 百万円）につい

て、平成 15 年９月中間期に貸倒引当金を設定しましたが、下期において追加計上となる可

能性があります。 

2. 平成 15 年 11 月 29 日に株式会社足利銀行が預金保険法第 102 条第１項第３号の認定を受

けたことに伴い、同行の親会社である株式会社あしぎんフィナンシャルグループの株式に

つき、下期において投資有価証券評価損約 106 百万円の計上が見込まれます。 
 

３．平成 16 年３月期の業績予想 

(1) 連結業績予想（平成 15 年４月１日～平成 16 年３月 31 日） 

 

 
予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 

一 株 当 た り 

予想当期純利益 

通 期 

百万円

29,500 

百万円

90 

百万円 

△480 

円 銭

△45  71 

(2) 個別業績予想（平成 15 年４月１日～平成 16 年３月 31 日） 

 

 
予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 

一 株 当 た り 

予想当期純利益 

通 期 

百万円

25,800 

百万円

70 

百万円 

△420 

円  銭

△40  00 

 

 ［業績予想に関する定性的情報等］ 

 通期の業績につきましては、米国におけるＢＳＥ（牛海綿状脳症）や鳥インフルエンザ発

生等先行きの不透明感はあるものの、売上高、経常利益及び当期純利益については、売上高

が回復基調にあることから前回発表の通期業績予想（平成 15 年 12 月 24 日発表）の修正は、

ありません。 

 

(注) 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、予想につ

きましては様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異

なる場合があります。 

以  上 


